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1 再生S 260 459 114.7 1345 0.551

2 再生S 300 529 132.3 1345 0.635

3 再生S 340 600 150.0 1345 0.720

4 再生L 260 459 114.7 1387 0.551

5 再生L 300 529 132.3 1387 0.635

6 再生L 340 600 150.0 1387 0.720

7 砕石 260 459 114.7 1579 0.551

8 砕石 300 529 132.3 1579 0.635

9 砕石 340 600 150.0 1579 0.720
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ポーラスコンクリートの性質に及ぼす供試体作製方法の影響 

Effect of the Test-piece Manufacturing Method on Properties of Porous Concrete 
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１．はじめに 

コンクリート廃材から得られる低処理再生骨材を、道路舗装用等のポーラスコンクリートの材

料として利用することを目指した研究の一環として、供試体の作製方法がポーラスコンクリート

（以下、POC という）の特性値に及ぼす影響について実験的に検討した。 

２．実験概要 

１）供試体の作製： 骨材には建設廃棄物処理施設から

購入したコンクリート解体材を2種類の粒径にふるい分

けたもの(以下 再生 S、再生 L)、および砕石を使用した

(表-1)。セメントは普通ポルトランドセメント(密度 

3.16g/cm3)を、混和剤は高性能ＡＥ減水剤(JIS A 6204 適

合)を使用した。配合は、使用骨材および単位ペースト

量を変化させ 9種類とした(表-2)。セメントペーストの

水セメント比は 25％、フロー値は約 160 である。 

コンクリートの練り混ぜは一軸強制ミキサに一括投

入し、空練り方式で行った。測定用の供試体はΦ10×

20cm の円柱型枠を使用した型枠供試体と、33×51×20cm

のプラスチックケースに打ち込んだPOCからコアボーリ

ングによって切り出した供試体(以下 コア抜き供試体)

Φ9.34×20cm を使用し、両供試体とも配合ごとに 4本ず

つ作製した。型枠供試体は 2 層に分けて型枠に打ち

込み、突き棒を用いて 1 層ごとに 11 回締め固めた。

プラスチックケースでは 2 層に分けて型枠に打ち込

み、突き棒を用いて 1 層ごとに 200 回締め固めた。

打ち込み後、プラスチック板で蓋をし、およそ 24 時

間後に脱型し、以後水中養生を行った。 

２）試験方法： 空隙率試験は POC の空隙率試験方

法(案)の容積法１）、透水試験は POC の透水試験方法

(案)１）、圧縮強度試験は JIS A 1108 に基づいて行っ

た。 
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図－１ 全空隙率と連続空隙率の関係 

表－２ ポーラスコンクリート配合表 

表－１ 各骨材の物理的性質 
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３．実験結果および考察 

１）空隙率(図-1)： 全空隙率と連続空隙率は、供試体

の作製方法や配合に関係なく非常に高い相関関係

(R2=0.995)を示した。全空隙率、連続空隙率ともに、コ

ア抜き供試体は型枠供試体と比較して小さい値を示し､

同一配合におけるコア抜き供試体の全空隙率と連続空

隙率の値は型枠供試体のおよそ 60％となった。供試体作

製方法の違いによって生じた供試体表面の空隙形成の

違いが顕著に影響したためと考えられる。 

２）透水係数(図-2)： 透水係数は、すべての配合にお

いて型枠供試体がコア抜き供試体を大きく上回り、供試

体作製方法の違いによる影響が顕著に現れた。また、骨

材寸法の大きいほうが両供試体間における透水係数の

差が大きい傾向もみられた。両供試体の試験結果より、

型枠供試体の透水の大半は供試体表面の空隙を通った

ものと考えられ、供試体内部の空隙特性が十分に反映さ

れていないといえる２）。一方、コア抜き供試体は試験方

法の性質上、供試体上面から側面への透水が不可能であ

り、骨材寸法や供試体寸法による試験結果への影響が大

きいという問題点がある。 

３）圧縮強度(図-3)： すべての配合においてコア抜き

供試体が型枠供試体の圧縮強度を上回り、また、単位ペ

ースト量の増加と共に両供試体間の強度差は大きくなる

傾向もみられた。型枠面空隙の存在により型枠供試体の

圧縮に対する支持断面は直径(10cm)から算出される断面

積より小さくなることと、供試体側面の脆弱さによって

このような結果となったものと考えられる。 

４）空隙率と圧縮強度の関係(図-4)： 供試体の作製方

法や配合に関係なく、両者には負の相関関係がみられた。

また、全空隙率の減少に伴う強度増進はコア抜き供試体

のほうが大きい傾向を示した。前述した型枠面空隙の存

在が大きく影響していると考えられる。 

４．まとめ 

供試体の作製方法（型枠とコア抜き供試体）がポーラスコンクリートの空隙率、透水係数および

圧縮強度に大きく影響していることがわかった。供試体の種類では、コア抜き供試体のほうがよ

りポーラスコンクリートの特性値に近い値を表すものと考えられる。 
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図－２ 単位ペースト量と透水係数の関係 
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図－３ 供試体の種類と圧縮強度の関係 

図－４ 全空隙率と圧縮強度の関係 
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